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川額・森下地区では、毎年恒例の豊年まつりを開
催しました。
川額地区では９月28・29日の両日に開催。八木節

のおはやしに合わせて、色とりどりの浴衣をまとっ
た踊り子が祭りに華を添えました。（関連は10ページ）
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一般会計
19年度決算歳出総額は34億円

平成19年度の一般会計・特別会計の決算が９月定例議会で認定されました。
一般会計の歳入総額は37億310万5千円、歳出総額は34億9,764万4千円でした。

このページでは、平成19年度決算についてお知らせします。

歳 入 37億310万5千円

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の

村税の内訳

自主財源 村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税 皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 ５％の消費
税のうちの１％分が地方消費税
交付金。人口及び従業者数であ
ん分して交付される。
自動車取得税交付金 自動車取
得税の一部を財源として、村道の

長さや面積に応じて、県が村へ交
付するお金。
県支出金 県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金 国から市町村へ、特
定の事業に対して支給されるお
金。
繰入金 他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債 事業を行うために村が借
りるお金。

.9

村税の総額は８億５,２６
５万９千円。村民一人あたり
に換算すると１０万８,７３
０円の税収がありました。

■村民税
３億６,１８０万２千円

■固定資産税
４億２,２０３万９千円

■軽自動車税
２,１５７万９千円

■たばこ税
４,７０３万７千円

■入湯税
２０万２千円
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歳
出
総
額
は
、
前
年
度
比
１
億

１
、
７
５
６
万
８
千
円
（
▲
３
・

３
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

減
額
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、

農
林
水
産
業
費
、
民
生
費
、
公
債

費
の
減
額
に
よ
る
も
で
す
。

農
林
水
産
業
費
は
、
農
村
総
合

整
備
事
業
・
農
地
保
有
合
理
化
推

進
事
業
・
農
地
等
高
度
利
用
促
進

事
業
の
終
了
が
主
な
要
因
で
、
前

年
度
比
２
億
４
、
０
２
９
万
３
千

円
（
▲
26
・
７
％
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

民
生
費
は
子
育
て
保
育
園
改
築

事
業
の
終
了
に
伴
い
、
前
年
度
比

８
、
７
１
４
万
８
千
円
（
▲
11
・

７
％
）
の
減
額
。

公
債
費
は
、
平
成
７
年
度
か
ら

の
地
域
総
合
整
備
事
業
債
の
償
還

が
終
了
し
た
し
た
た
め
、
前
年
度

比
４
、
９
９
６
万
５
千
円
（
12
・

７
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
総
務
費
が
赤
城
西

麓
土
地
改
良
事
業
基
金
の
積
立
金

や
国
有
林
取
得
事
業
の
増
加
に
よ

り
、歳
出
が
前
年
と
比
べ
２
億
８
、

３
０
６
万
７
千
円
（
51
・
５
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

平成19年度決算

歳 出34億9,764万4千円

歳　 出

用 語

解 説
の

歳
出
の
概
要

性質別の歳出

区　　分 歳　出　額

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普通建設事業費

公 債 費

積 立 金

繰 出 金

７億５,８４３万６千円

４億２,４３６万７千円

４,０５６万８千円

２億８,３４２万円

７億１,８４９万４千円

１億６,４９６万６千円

３億４,４５２万２千円

２億６,７７３万１千円

４億９,５１４万円

３４億９,７６４万４千円計

議会費 村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費 主に人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙など
のお金。
民生費 社会福祉や児童福祉（保
育園の管理・運営など）、老人福
祉の経費。
衛生費 病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費のほか、毎日家
庭から出るごみ処理のための経費
など。
農林水産業費 農林業の振興や

土地改良事業の経費。
土木費 村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費 消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所
の整備など）。
教育費 学校教育（小中学校の
管理費）や社会教育（講演会や
各種体育大会などの開催）、給食
センターの経費など。
公債費 過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子
の返済金。

人件費 職員の給料や社会保険
料のほか、議員等の報酬などに
係る経費。
扶助費 各種の法令や条例によ
ってお金や物品を被扶助者に提
供する経費。補助金や交付金など。
災害復旧費 降雨や土砂災害な
どによる道路復旧などに用いら
れる経費。
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歳出の主な使いみち

こんな事業を行いました
このページでは、歳出を目的別にお知らせします。各費用の主な経費を見てみましょう。

○赤城西麓事業基金積立金

２億３,７５９万円

○企業誘致事業

１,３２６万円

○参議院議員通常選挙費

６１０万円

○総合福祉センター維持改修事

業　　　　　　　 ７５３万円

○老人ホーム管理費負担金

９６０万円

○第二保育園改修事業

５０４万円

○予防接種委託料

７４５万円

○健康診査事業費

１,６２５万円

○沼田市外二箇村清掃施設組合

事業費　　　　７,３４９万円

○望郷ライン整備事業負担金　

４,０９８万円

○県営赤城原畑地帯総合土地改

良事業負担金　４,４５８万円

○国営赤城西麓土地改良事業負

担金　　　１億７,８７８万円

○農業集落排水事業特別会計繰

出金　　　２億２,０５６万円

○除雪作業費

２,００５万円

○村道森下赤城原線道路改良工

費　　　　　　２,６５５万円

○広域消防費負担金

１億２,１６３万円

○第１分団詰所新築工事

８０１万円

○児童生徒遠距離通学費負担金

６３３万円

○小学校管理費、振興費

３,８４７万円

○地域総合整備事業債償還元利

金　　　　　　８,８４６万円　

○財源対策債等償還元利金

７,９０８万円

■総務費
８億３,２２３万円

■農林水産業費
６億５,９９８万円

■土木費
１億２,５５４万円

■消防費
１億８,３０１万２千円

■教育費
３億３９５万２千円

■公債費
３億４,４５２万２千円

■民生費
６億５,６９８万５千円

■衛生費
３億２,６０９万８千円
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平成19年度決算

国民健康保険事業特別会計

19年度特別会計の決算を紹
介します。（％は前年度比）

歳 入

歳 出

10億6,708万8千円

10億1,041万円

13.2％

16.4％

簡易水道事業特別会計

歳 入

歳 出

1億1,796万4千円

9,923万7千円

▲9.3％

▲8.2％

介護保険特別会計

歳 入

歳 出

5億139万6千円

4億8,058万7千円

3.6％

6.0％

老人保健事業特別会計

歳 入

歳 出

8億5,635万円

8億4,199万6千円

7.8％

6.4％

農業集落配水事業特別会計

歳 入

歳 出

3億1,776万9千円

3億7万円

▲4.7％

▲6.7％

特 別 会 計 決 算

財 政 の 健 全 化 判 断 比 率 等 の 公 表

平成19年度決算に基づく健全化判断比率

区　　分

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成19年度決算に基づく資金不足比率

－

－

－

－

１７．５

３８．７

１５．０

２０．０

２５．０

３５０．０

２０．０

４０．０

３５．０

－

昭和村健全
化判断比率

早期健全化
基準(参考)

財 政再生
基準(参考)

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、昭和村の平成19年度決算の財政指標を公表いたします。

健全化判断比率の指標が１つでも早期健全化基準以上になった場合は、「財政健全化計画」を、また、資金不足

比率が経営健全化基準以上になった場合は「経営健全化計画」を定める必要がありますが、昭和村はいずれの

比率も基準を下回りました。

○実質赤字比率（該当なし）
一般会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すのが「実質赤字比率」です。
昭和村は赤字がありませんので該当なしです。

○連結実質赤字比率（該当なし）
全ての会計の赤字や黒字を合算し、会計全体での赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すのが「連

結実質赤字比率」です。昭和村は赤字がありませんので該当なしです。

○実質公債費比率
借入金額の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すのが「実質公債費比率」

です。昭和村の比率は１７.５％です。

○将来負担比率
借入金（村債）や将来払っていく可能性のある負担等の現時点での残高の程度を指標化し、将来財政を圧迫

する可能性が高いかどうかを示すのが「将来負担比率」です。昭和村の比率は、３８.７％です。

○資金不足比率（該当なし）
公営企業の資金不足を指標化し、経営状況の深刻度を示すのが「資金不足比率」です。昭和村は資金不足を

生じていないため該当なしです。

特別会計の
名　　　称

簡易水道事業
特 別 会 計

下水道事業
特 別 会 計

資金不足比率 経営健全化基準
(参考)

２０．０

２０．０
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第
41
回
村
民
運
動
会

白熱したレースが展開された年代別リレー

開会式で選手宣誓を行う萩原孝治さん（田岸）

順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

長
者
久
保
・
大
河
原

永

井

松

ノ

木

平

赤

城

原

滝
寺
・
南
内
出
・
上
内
出

生

越

追

分

・

赤

谷

吹

張

・

宿

入

原

鎌
沢
・
上
組
・
中
組

下

宿

・

入

沢

川

額

中

野

中
宿
・
中
内
出
・
常
木

滝
久
保
・
池
原

田

岸

・

大

堀

橡

久

保

地
　
　
区
　
　
名

■地区対抗戦の成績

第41回村民運動会が９月28日、村総合運動公園多
目的グラウンドで行われました。
22種目が行われた運動会では、６種類の競技で村

内17地区が優勝をかけて競い合い、橡久保地区が接
戦を制し優勝。第36回大会の優勝以来、５年ぶりの
Ｖ奪還となりました。

第
36
回
大
会
か
ら
５
年
ぶ
り

橡
久
保
が
Ｖ
奪
還
!!



7

引っ張られないようにふんばれ～!!（綱引き）

だれかぼうしを貸して～（借り物競争）

二人で協力して（ボールはこび競争）

入るかな？（ボール打ち込み競争）りんごを落とさないように慎重に…（新・農産物レース）

20
年
度
体
育
協
会
功
労
表
彰
者
を
紹
介

村
民
運
動
会
の
開
会
式

後
、
20
年
度
体
育
協
会
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

〔
優
秀
競
技
者
〕

▼
陸
上
競

技
…
飯
塚
千
春
（
入
沢
）、
▼

サ
ッ
カ
ー
…
飯
塚
翔
太
（
入

沢
）
、
茂
木
智
之
（
中
宿
）
、

林
翔
大
（
吹
張
）、
笛
木
健
一

（
根
岸
）、
竹
内
正
昭
（
赤
城

原
第
二
）、
和
南
城
寿
（
吹
張
）、

諸
田
和
哉
（
森
下
中
）、
諸
田

和
浩
（
森
下
中
）、
武
井
繁
宏

（
常
木
）

〔
優
良
競
技
者
〕

▼
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
…
兵
藤
瑞
穂
（
三
ツ

谷
）
、
石
井
香
子
（
中
宿
）
、

▼
柔
道
…
諸
田
悠
（
森
下
下
）、

▼
少
年
野
球
…
綿
貫
拓
哉

（
森
下
下
）、
関
上
恭
二
（
森

下
下
）、
島
田
翔
太
（
三
ツ
谷
）、

青
木
涼
（
森
下
中
）、
竹
内
直

輝
（
藤
井
）
、
綿
貫
あ
か
り

（
鎌
沢
）、
桑
原
悠
眞
（
森
下

中
）、
兵
藤
和
哉
（
三
ツ
谷
）、

大
島
力
也
（
森
下
上
）、
樋
口

司
（
三
ツ
谷
）、
林
紀
宏
（
森

下
下
）、
兵
藤
寛
山
（
三
ツ
谷
）、

真
下
昴
輝
（
森
下
中
）、
真
下

一
樹
（
森
下
中
）
、
澤
口
司

（
鎌
沢
）、
中
嶋
元
暉
（
根
岸
）、

倉
澤
佑
馬
（
森
下
下
）、
木
村

駿
（
鎌
沢
）、
登
坂
大
遥
（
入

原
上
）、

橋
翔
大
（
藤
井
）優良競技者表彰を受ける兵藤瑞穂さん（三ツ谷）
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一
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第
一
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第
一
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第
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第
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保
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第
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第
一
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第
一
保
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大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

大
河
原
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

東
小
学
校

子
育
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園

子
育
保
育
園

子
育
保
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園

子
育
保
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子
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子
育
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園

子
育
保
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子
育
保
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園

子
育
保
育
園

子
育
保
育
園

子
育
保
育
園

子
育
保
育
園

子
育
保
育
園

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

昭
和
中
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

南
小
学
校

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

第
二
保
育
園

アメ玉取れたよー！ 全校児童で南中ソーランを披露

かわいらしい遊戯を披露 息を合わせて（ムカデリレー）

組体操　カッコよく決まってるでしょ

大迫力の組立体操

２・３年生女子による創作ダンス

大混戦の徒競走　だれが抜け出すか？

村内各小中学校・保育園では、９月６日から27日にかけて秋季大運動
会が開催されました。
ここでは、各小中学校・保育園で行われた運動会の様子を紹介します。

秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会秋季大運動会
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平
成
20
年
10
月
か
ら
、
こ
れ
ま

で
自
分
で
保
険
料
を
納
め
て
い
な

い
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
人
も
長
寿
医
療
制
度
で
は
被
保

険
者
と
な
り
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
と
お
り
保
険
料

の
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か
ら

２
年
間
、
均
等
割
額
が
５
割
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。（
２
年
間
、
所
得

割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
）

②
平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま

で
は
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ

れ
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま

で
は
、
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
さ

れ
る
（
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ

ん
）
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
が
年

金
か
ら
徴
収（
特
別
徴
収
）さ
れ
る

人
に
は
、
10
月
中
旬
に
保
険
料
に

関
す
る
通
知（
①
保
険
料
額
決
定

通
知
書
、
②
特
別
徴
収
開
始
通
知

書
、
③
年
金
振
込
通
知
書
）
を
送

付
し
ま
し
た
。

年
金
か
ら
徴
収
が
行
わ
れ
な
い

人
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど

に
よ
り
、村
に
納
付
し
ま
す
。ま
た
、

徴
収
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
10
月

中
旬
に
保
険
料
に
関
す
る
通
知

（
①
保
険
料
額
決
定
通
知
書
、
②

保
険
料
納
入
通
知
書
）
を
送
付
し

ま
し
た
。

保
険
料
の
納
め
方
は
、
年
金
か

ら
徴
収
さ
れ
る
特
別
徴
収
と
、
各

自
が
納
付
書
な
ど
に
よ
り
納
め
る

普
通
徴
収
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

お 知 ら せ

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

普
　
通
　
徴
　
収

■
対
象

①
年
金
が
年
額
18
万

円
未
満
の
人
、
②
介
護
保
険
と

の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
人

■
納
め
方

納
期
ま
で
に
、
村

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、

金
融
機
関
を
通
じ
て
納
め
ま

す
。 特

　
別
　
徴
　
収

■
対
象

年
金
が
年
額
18
万
円

以
上
の
人

■
納
め
方

年
６
回
の
年
金
の

定
期
支
払
い
の
際
に
、
年
金
の

受
給
額
か
ら
保
険
料
が
あ
ら
か

じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。（
※

平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
10

月
の
本
徴
収
分
か
ら
納
め
ま

す
）

被ひ

用よ
う

者し
ゃ

保ほ

険け
ん

と
は
・
・
・
職
場
の
健
康
保
険
（
組
合
保
健
・
政
管
保
健
・
共
済
組
合
な
ど
）
の

こ
と
で
す
。
保
険
料
は
雇
用
主
と
勤
め
て
い
る
人
の
両
者
が
払
い
ま
す
。

被ひ

扶ふ

養よ
う

者し
ゃ

と
は
・
・
・
主
に
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
の
こ
と
で
す
。
被
保
険
者
と
同
様
の
保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から10月から

国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました国民健康保険証を更新しました
国民健康保険証が新しく切り替わり、平成20年10月

１日から薄い茶色の保険証を使用いただきます。

新しい保険証が届いたら、記載内容を確認し、誤りが

ある場合は保健福祉課へ申し出てください。

また、使用できなくなった保険証は、各家庭で破棄し

てくださいますようお願いします。

他の公的保険に加入しているのに届いたとき

国民健康保険から他の保険に加入（扶養も含む）され

た場合は、その旨の届出が必要です。新しく勤務された

ところでは、国民健康保険の資格喪失手続きは行ってく

れません。加入時と同様ご本人やご家族様が手続きをお

願いいたします。

～保険証取扱いのご注意～

○記載事項を自分で直さないでください。

○手元に大切に保管してください。

○貸し借りは禁じられています。

○期限が切れたもの、コピーしたものは使えません

○世帯主が加入していない場合でも、保険証と保険料

の通知書等が世帯主の名前で発行されます。ただしお

医者さんにかかるときに使えるのは加入者のみです。

７５歳以上のみなさんへ

７５歳以上の方は、国民健康保険より長寿医療制度

(後期高齢者医療制度)へ移行されましたので国民健康保

険証は発行されません。

８月に更新された後期高齢者被保険者証一枚でお医者

さんにかかれます。

▼

▼

窓口で提示するもの
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９
月

免
税
軽
油
の
説
明
会
が
９
月

８
日
、
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
８
月
１
日
か
ら
制

度
改
正
に
よ
り
運
用
方
法
が
変

わ
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
説
明

会
を
開
催
し
た
も
の
で
す
。

説
明
会
に
は
、
お
よ
そ
70
人

が
参
加
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
高
騰
を

続
け
る
原
油
価
格
に
よ
っ
て
、

農
業
用
耕
作
機
械
の
燃
料
と
な

る
軽
油
の
出
費
が
増
大
。
参
加

者
は
、
少
し
で
も
経
営
を
安
定

さ
せ
よ
う
と
、
説
明
を
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

県職員の説明に聞き入る参加者

免
税
軽
油
の

説
明
会
を
実
施

一
年
の
五
穀
豊
じ
ょ
う
を
祈
願
し
た
秋
の
恒

例
豊
年
ま
つ
り
が
、
川
額
・
森
下
地
区
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
額
地
区
で
は
、川
額
八
幡
宮
で
９
月
28
日
、

29
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
催
。
会
場
で
は
豚

汁
や
焼
き
鳥
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、八
木
節
、

手
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
大
盛
況
。

29
日
に
は
、
祭
り
も
最
高
潮
に
達
し
、
八
木
節

の
お
や
は
し
の
中
、７
回
め
ぐ
り
が
ス
タ
ー
ト
。

川
額
の
４
つ
（
藤
井
・
宮
貝
戸
・
根
岸
・
伏

田
）の
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
上
と
下
に
分
か
れ
た
、

２
基
の
ま
ん
ど
う
が
、境
内
に
威
勢
良
く
入
場
。

７
回
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
激
し
く
つ
っ
か
け

（
ぶ
っ
つ
け
）
あ
い
ま
し
た
。

一
方
、
森
下
地
区
で
は
９
月
30
日
と
10
月
１

の
２
日
間
、
森
下
大
森
神
社
で
開
催
。

こ
ち
ら
も
２
日
目
の
午
後
９
時
15
分
過
ぎ
に

な
る
と
、
青
年
団
ら
に
よ
る
八
木
節
の
お
は
や

し
の
最
中
、
森
下
上
・
中
・
下
の
３
基
の
ま
ん

ど
う
が
そ
れ
ぞ
れ
や
ぐ
ら
の
周
り
に
集
合
。

境
内
に
詰
め
か
け
た
見
物
客
の
見
守
る
中
、

迫
力
あ
る
７
回
め
ぐ
り
を
披
露
。
ま
ん
ど
う
が

つ
っ
か
け
あ
う
度
、
見
物
客
か
ら
歓
声
が
上
っ

て
い
ま
し
た
。

川
額
・
森
下
地
区
で
恒
例
の
豊
年
ま
つ
り

まんどうをつっかける瞬間!!（川額地区）

まつりを盛り上げた八木節（川額地区）

力作のまんどうがずらり（森下地区）
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南
小
学
校
放
課
後
子
ど
も
教
室
で
は
９
月
19

日
、
教
育
全
般
の
活
動
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

阿
部
進
さ
ん
（
通
称：

カ
バ
ゴ
ン
）
を
招
き
、

カ
バ
ゴ
ン
の
放
課
後
楽
校
「
お
も
し
ろ
サ
イ
エ

ン
ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を

目
指
す
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
充
実
を

と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
教
育
支
援
協
会
北
関
東
支
部

が
主
催
し
た
も
の
で
、
教
室
に
は
１
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
の
97
人
が
参
加
し
、
理
科
の
実
験

を
行
い
ま
し
た
。

固
形
の
発
泡
入
浴
剤
を
用
い
た
実
験
で
は
、

お
湯
に
よ
っ
て
気
化
し
た
入
浴
剤
が
フ
ィ
ル
ム

ケ
ー
ス
の
ふ
た
を
押
し
飛
ば
し
、
勢
い
よ
く
跳

ね
上
が
る
紙
コ
ッ
プ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
ビ
ッ

ク
リ
。
驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
「
今
回
の
実
験
は
家
庭
に
あ
る

も
の
で
簡
単
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
遊

び
や
実
験
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の

驚
き
や
興
味
を
育
む

こ
と
が
大
切
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

カバゴン（阿部進さん）の話を笑顔で聞く子どもたち

子どもたちの授業を参観する高砂大学のみなさん

高
砂
大
学
（
佐
々
木
富
治
学
級
長
）
で
は
９

月
12
日
、
大
学
生
22
人
が
東
小
学
校
に
体
験
入

学
し
ま
し
た
。

こ
の
体
験
入
学
は
、
高
砂
大
学
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
授
業
風
景
の
参
観
や
給
食
の

試
食
、
小
学
生
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
小
学
校
を
訪
れ
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

ま
ず
、
小
学
生
の
授
業
風
景
を
参
観
。
子
ど
も

た
ち
の
熱
心
な
姿
に
関
心
。
お
昼
に
は
、
子
ど

も
た
ち
が
実
際
に
食
べ
て
い
る
給
食
を
試
食
。

小
学
生
時
代
の
お
昼
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
給

食
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
と
体
育
館

で
交
流
。
輪
投
げ
や
羽
根
っ
こ
な
ど
で
子
ど
も

た
ち
と
楽
し
く
交
流
し
、
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

高
砂
大
学
が
小
学
生
と
交
流

ビ
ッ
ク
リ
ッ
!!

ド
ッ
キ
リ
ッ
!!

実
験
教
室

森
下
上
組
区
で
は
９
月
５

日
、
日
頃
の
道
路
愛
護
活
動
な

ど
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、

県
よ
り
優
良
道
路
愛
護
団
体
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

同
地
区
区
長
の
堤
一
良
さ
ん

は
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
つ

な
が
る
ア
ク
セ
ス
道
路
は
、
特

に
交
通
量
が
多
く
ゴ
ミ
も
多
い

た
め
、
年
２
回
の
道
路
愛
護
運

動
の
ほ
か
、
森
下
の
豊
年
祭
り

に
合
わ
せ
て
道
路
の
草
刈
り
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
道
路
愛

護
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
協
力
は

不
可
欠
。
今
回
の
受
賞
は
良
い

励
み
に
な
り
ま
す
」
と
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

アクセス道路の前で表彰状を手にする堤区長

森
下
上
組
が

道
路
愛
護
団
体
で
表
彰

ビックリ!ドッキリ!の実験 ゲームで子どもたちと交流

給食を試食



新婚さん、金婚を迎えたご
夫妻の登場者を募集していま
す。自薦・他薦は問いません。
皆さんどしどしご応募くださ
い。【問い合わせ】役場企画
課広報統計係1２４－５１１
１（内線３２）
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「
家
族
や
色
々
な
人
た
ち

の
支
え
が
な
け
れ
ば
こ
こ
ま

で
た
ど
り
着
け
な
か
っ
た
。

今
は
二
人
で
い
ら
れ
る
こ
と

が
本
当
に
幸
せ
」
と
話
す
の

は
真
下
春
吉
さ
ん
、
た
ま
さ

ん
ご
夫
妻
。

農
業
を
営
み
、
主
に
野
菜

を
栽
培
し
て
き
た
お
二
人
。

「
変
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い
時

代
。
昔
は
畑
ま
で
30
キ
ロ
か

ら
40
キ
ロ
の
重
さ
の
肥
料
を

担
い
で
上
り
下
り
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
今
で
は
車
で
簡

単
に
行
け
る
。
ず
い
ぶ
ん
と

時
代
が
変
わ
っ
た
。」
と
振

り
返
り
ま
す
。

現
在
、
娘
さ
ん
夫
婦
と
小

学
６
年
生
の
お
孫
さ
ん
と
一

緒
に
住
ん
で
い
る
お
二
人
。

「
な
に
よ
り
孫
の
誕
生
が
嬉

し
か
っ
た
」
と
た
ま
さ
ん
。

待
望
の
内
孫
誕
生
は
お
二
人

に
と
っ
て
最
高
に
幸
せ
な
瞬

間
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

趣
味
は
、
認
知
症
の
予
防

に
と
、二
人
で
始
め
た
手
芸
。

「
作
る
の
が
楽
し
い
」
と
い

う
お
二
人
の
作
品
は
、
自
宅

に
は
所
せ
ま
し
と
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
春
吉
さ
ん

は
温
泉
に
行
く
の
が
好
き

で
、
良
く
二
人
で
日
帰
り
温

泉
に
出
か
け
る
の
だ
と
か
。

円
満
の
秘
訣
を
た
ず
ね
る

と
、「
互
い
に
支
え
合
っ
て

い
る
安
心
感
。
そ
し
て
な
に

よ
り
二
人
が
丈
夫
で
い
る
こ

と
」
と
声
を
そ
ろ
え
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
に

い
る
の
で
、
い
つ
も
安
心
し

て
い
ら
れ
る
」
と
い
う
二
人

は
、「
こ
れ
か
ら
は
、
体
を

大
事
に
し
て
、
あ
ま
り
無
理

を
せ
ず
、
手
芸
を
し
た
り
温

泉
に
行
っ
た
り
、
二
人
で
気

楽
に
過
ご
し
た
い
」
と
微
笑

ん
で
い
ま
し
た
。

真　下　春
はる

吉
きち

さん (74歳)
た　まさん (76歳)

・森下下

「
気
楽
に
趣
味
楽
し
ん
で
」

（昭和33年４月22日入籍）

今
イチオシ
月 の 村

公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

静かな島で、夫と穏やかで幸福
な日々を送るセイの前に、ある日、
一人の男が現れる。夫を深く愛し
ていながら、どうしようもなく惹
かれてゆくセイ。やがて二人は、
これ以上は進めない場所へと向か
ってゆく。「切羽」とはそれ以上
先へは進めない場所のこと。宿命
の出会いに揺れる女と男を、緻密
な筆に描ききった美しい切なさに
満ちた恋愛小説。

さまよう刃(文庫)
東野　圭吾　(著)

角川グループパブリッシング

田中宥久子の
造顔マッサージ(DVD付)
田中　宥久子　(著)

講談社

ちいさなサンタさん
葉　祥明　(著)
佼成出版社

人間失格(文庫)
太宰　治　(著)
集英社

切羽へ
井上　荒野 (著)

新潮社
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伝
え
た
い
コ
ト

私
の
両
親
は
と
て
も
偉
大
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
の
全
て
を

受
け
容
れ
、
認
め
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
好
き
勝
手
や
っ

て
こ
れ
た
の
も
両
親
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

実
家
が
あ
る
昭
和
村
が
私
は
大
好
き
で
す
。
高
崎
に
毎
日
通
勤

し
て
い
て
も
帰
っ
て
く
る
と
や
っ
ぱ
り
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
育
っ
て

き
た
地
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
少
子
高
齢
化
な
ど
た
く
さ
ん
問
題

は
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
議
員
の
方
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
い
て
、
も
っ
と
も
っ
と
良
い
村
に
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
市
町
村
統
合
が
周
囲
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私

は
昭
和
村
が
ず
っ
と
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
名
前
が

な
く
な
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
淋
し
い
で
す
。

最
後
に
私
の
大
好
き
な
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

「
他
人
の
不
幸
の
上
に
、
自
分
の
幸
福
を
築
く
こ
と
は
し
な
い
」

私
も
村
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

次
回
の
登
場
者
は
、
石い
し

井い

真ま
な

実み

さ
ん
（
21
歳
・
中
宿
）
で
す
。

私の２つ年下の後輩で、とても礼儀正しい子。

小学校が違ったけど、親同士が知り合いだったので、

小さい頃からよく一緒に遊びました。

仕事頑張ってる!? また遊ぼうね!!

田んぼのあぜ道に色とりどりのコスモスが咲
き誇っていました（三ツ谷　９月24日撮影）

諏
す

訪
わ

潤
じゅん

子
こ

さん

(23歳・赤城原第二)

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

み
ち
草
ギ
ャ
ラ
リ
ー

群
馬
陸
上
競
技
協
会
が
主
催

す
る
第
12
回
群
馬
県
小
学
生
陸

上
競
技
記
録
会
が
９
月
23
日
、

正
田
醤
油
ス
タ
ジ
ア
ム
群
馬

（
県
立
敷
島
公
園
陸
上
競
技
場
）

で
行
わ
れ
、
南
小
学
校
か
ら

４
×
100
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
（
６

年
生
）
に
出
場
し
た
、
角
田
優

衣
さ
ん
、
飯
塚
千
晴
さ
ん
、
綿

貫
あ
か
り
さ
ん
、
鈴
木
美
里
さ

ん
が
の
４
人
が
、
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

▼
４
×
100
ｍ
（
６
年
生
）
の
結

果

優
勝：

群
大
付
属
小
Ａ

（
タ
イ
ム
56
秒
11
）、
準
優
勝：

昭
和
南
小
（
タ
イ
ム
57
秒
98
）、

第
三
位：

時
澤
小
（
タ
イ
ム
59

秒
06
）

こ
の
ほ
か
記
録
会
で
は
、
400

メ
ー
ト
ル
（
２
年
生
）
で
堤
優

佳
さ
ん（
タ
イ
ム
１
分
30
秒
10
）

が
６
位
に
入
賞
。
100
メ
ー
ト
ル

（
６
年
生
）
で
飯
塚
千
晴
さ
ん

（
タ
イ
ム
13
秒
64
）
が
３
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。みなさんからの

お便りを
お待ちしてます。

快
挙
!!

県
陸
上
競
技
記
録
会
４
×
100
ｍ
リ
レ
ー
で
準
優
勝

賞状を手にするメンバー（左から角田さん、
飯塚さん、綿貫さん、鈴木さん）
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千賀戸神社で秋まつり

千賀戸神社で行われた神事

昭和イーグルスでは８月９・10の両日、小千谷市の招

待を受け、同市や東京都杉並区の野球チームの子どもた

ちと野球や歓迎会を通じて楽しく交流しました。

これは、平成16年10月23日に発生した新潟県中越地

震で被災した小千谷市が、震災からの復興に感謝を込め

て、お世話になった人たちを招待したものです。

昭和イーグルスでは、被災した同市の少年野球チーム

の子どもたちを元気づけようと、同年12月に交流試合を

行ったことを機に、交流を深めてきました。

９日に行われた歓迎会では、みんなで一緒に夕食を食

べた後、ジャンケン大会やそれぞれのチーム紹介などを

行い、子ども同士楽しく交流。10日には、野球の交流試

合でお互いに競い合い、さわやかな汗を流しました。

新潟県小千谷市の野球少年と交流

歓迎会でチーム紹介をする昭和イーグルスのメンバー

橡久保地区の千賀戸神社では

10月１日、豊作の感謝と家族の

健康、家内安全の祈りを込めて秋

祭り（諏訪祭り）が行われました。

お祭りには氏子総代の兵藤好宏

さんのほか、地区の役員が参加。

家族の健康、家内安全を祈り千賀

戸神社で神事を行いました。

長寿を祝い敬老祝金

村一番のご長寿唐澤政二さん（鎌沢）

同じくご長寿の林さくさん（生越）

村と村社会福祉協議会では村内の

80歳以上のお年寄り754人に、長寿

を祝い、敬老祝金を贈りました。

93歳以上のお年寄りには９月25

日、加藤村長・萩原社協会長、民生

委員代表らがそれぞれ自宅を訪問。

村で最高齢となられた、唐澤政二

さん（鎌沢）と林さくさん（生越）

のお二人（ともに101歳）にもそれ

ぞれ敬老祝金が手渡されました。

加藤村長より敬老祝金を受け取っ

た林さんは「ありがとうございます」

と元気な声でお礼を言うと、ニッコ

リ微笑んでいました。

県民局長招き観光講演会

参加者に語りかける渡利根沼田県民局長

赤城高原農業観光協会では９月18日、渡

知多美利根沼田県民局長を招き、役場西庁舎

会議室で観光講演会を開催しました。

これは、同協会後藤忠彦会長が、「村の観

光はまだまだ発展の途中。一歩でも前へ進む

ために、ぜひ観光振興の講演を」と渡局長に

依頼、これを渡局長が快諾して実現したもの。

講演会には、およそ30人が参加。渡局長

は、ブランドづくりやその見直し、食の安全

を重視した施策の重要性を呼びかけたほか、

「昭和村の旬彩館を活かした、農業体験がで

きる場所を提供しては」などの提案に、集ま

った参加者は真剣に聞き入っていました。
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アクセス道路でゴミ拾い

利根沼田公衆衛生協会昭和支部（加藤利博部

長）では９月19日、県道森下赤城原線（アク

セス道路）のゴミ拾いを実施。

これは同協会昭和村支部会員が毎年実施して

いるもので、今年は同支部会員20人が参加。

小雨の降るなか午後２時から作業を開始して、

およそ１時間で軽トラックがゴミでいっぱい

に。作業に参加した会員からは「昨年よりゴミ

が多いのでは」との声が聞かれました。

ゴミ拾いを行う公衆衛生協会昭和村支部会員のみなさん

今年も福祉パレードを実施
福祉パレード利根沼田地区実行委員会では９月９日、知

的障害者についての教育の推進・福祉の向上を呼びかける

ため、第36回知的障害者福祉月間パレードを実施しまし

た。

福祉パレードでは、昭和中学校３年生の戸部洋君が「僕

たちも楽しく働ける昭和村にしていってください」とメッ

セージを読み上げ、花束とともに村長らに手渡しました。

代表でメッセージを読む戸部洋君（役場前にて）

村体育協会主催の第32回壮年ソフトボール大会が９月７日、総

合運動公園野球場や昭和中学校グラウンドなど４つの会場で行わ

れました。

大会には、村内各地区から36チームおよそ600人が参加。30歳

以上の部と45歳以上の部でそれぞれ熱戦が繰り広げられました。

大会の主な結果は次のとおりです。

30歳以上の部　優勝：中宿・中内出・常木Ａ、準優勝：田
岸・大堀、第三位：鎌沢・上組・中組、長者久保・大河原
45歳以上の部　優勝：川額Ａ、準優勝：田岸・大掘、第三
位：下宿・入沢、池原・滝久保

よく球をねらって

壮年ソフトボールでファイト!!

▼
▼
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昭
和
村
誕
生
50
周
年
を
記
念
し

て
、
群
馬
交
響
楽
団
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。当
日
は
、

司
会
者
に
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
須
磨
佳
津
江
さ
ん
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
活
躍
中
の
音
楽
家
、
清
美

ヘ
ル
ム
ス
さ
ん
や
ウ
ア
ス
・
ボ
ー

ラ
ー
さ
ん
を
招
き
、村
内
の
合
唱
団

で
あ
る
コ
ー
ラ
ス
・
ア
ン
ダ
ン
テ

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
日
時

11
月
２
日
（
日
）

午

後
２
時
〜
４
時
（
開
場：

１
時
30

分
〜
）

■
場
所

昭
和
中
学
校
体
育
館

平
成
21
年
４
月
か
ら
平
成
22
年

３
月
ま
で
の
間
に
入
園
を
希
望
す

る
乳
幼
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
園
で
き
る
乳
幼
児
は
、
保
護

者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該

当
し
、保
育
で
き
な
い
場
合
で
す
。

■
条
件

①
家
庭
の
外
で
仕
事
を

す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
　
②
家

庭
で
幼
児
と
離
れ
て
家
事
以
外
の

こ
と
を
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る

③
死
亡
、
行
方
不
明
、
拘
禁
な
ど
の

理
由
に
よ
り
保
護
者
が
い
な
い

④

妊
娠
中
で
あ
る
か
、
出
産
後
間
も

な
い
　
⑤
同
居
し
て
い
る
親
族
の

う
ち
、
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が

い
る
　
⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災

な
ど
災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

■
申
込
方
法

入
所
申
込
書
等
は

地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
配
布
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
各
保
育
園
の
受
け
付
け

の
際
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
藤
井
・
根
岸
地
区
の
ア

パ
ー
ト
の
方
は
、
郵
送
に
て
案
内

を
送
付
し
ま
し
た
。

■
受
付
日
時

10
月
30
日
（
木
）

※
各
保
育
園
共
通

■
募
集
定
員

①
第
一
保
育
園：

100
人
　
②
第
二
保
育
園：

60
人

③
子
育
保
育
園：

90
人

■
注
意
事
項

各
保
育
園
で
の
受

け
付
け
の
際
に
は
、
必
ず
入
園
す

る
子
ど
も
（
新
入
園
児
）
を
連
れ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、広
域
入
園
希
望
の
方
は
、

直
接
保
健
福
祉
課
に
申
込
用
紙
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
１
月
11
日
（
日
）
に

開
催
予
定
の
「
第
51
回
昭
和
村
成

人
式
」
の
企
画
運
営
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
内
容

昭
和
村
在
住
の
新

成
人
10
人
程
度
（
※
昭
和
63
年
４

月
２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生

れ
の
方
）

■
検
討
事
項

式
典
・
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
の
内
容
、
記
念
品
、

当
日
の
運
営

■
会
議
の
回
数

３
回
程
度

■
締
め
切
り

11
月
４
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

村

教
育
委
員
会
事
務
局
　

総
務
課
　
内
線
13

昭
和
村
誕
生
50
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施

保
健
福
祉
課
　
内
線
25

21
年
度
入
園
の

保
育
園
児
を
募
集

介護予防サポーター研修（初級編・中級編）のご案内
いくつになっても健康で、生きがいを持って暮

らすこと。それは誰にも共通した願いであり、そ
の実現のためには介護予防の早期からの取り組み
が大切です。
介護予防を実践しボランティアとして活動でき

る介護予防サポーター研修会が次のとおり開催さ
れます。

『介護予防の基礎知識講座』（～初級編～）
介護予防の重要性を理解し、地域で介護予防を

実践できる人たちのための講演会を実施。
各分野の専門家による介護予防のポイントの講

話のほか、簡単な運動も行います。
■日時 10月23日(木) 午後１時～午後４時30分
■場所 利根沼田県民局
■対象者 沼田市・利根郡内に在住の方
■内容 ①元気に歳をとる秘訣、②サクセスフル
エイジングってなに？ほか

『介護予防のセミプロを目指して』（～中級編～）
介護予防の実践を体験。ボランティア活動の基

礎を身につけ、村の介護予防事業にボランティア
として参加していただきます。
■日時 11月４日(火)・11日(火) 午前10時～午
後４時　※両日とも
■場所 利根沼田県民局
■内容 筋力トンレーニング、サポーターの役割
地域づくりほか
■受験資格 初級研修終了者で研修に２日間とも
参加できる方
■その他 動きやすい服装、運動靴で参加

※研修の受講をご希望の方は、村保健福祉課健康係
（内線26）までご連絡ください。

成
人
式
の

企
画
運
営
委
員
を
募
集

教
育
委
員
会
事
務
局
　
内
線
53
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■もんだい
第41回村民運動会が９月28日、総合
運動公園多目的グランドで行われ、村
内17地区が総合優勝を目指し、各競技
で競い合いました。
それでは問題です。今回の運動会で
接戦を制し、見事優勝をはたしたのは
「○○○地区」だったでしょうか？

s村に住んでいる人・勤めている人ならどなた
でも応募できます。s賞品＝正解者の中から抽選
で村商工会商品券500円分を差し上げます。s締
め切り＝11月４日(火)。s発表＝「広報しょう
わ」11月号。s答えは必ずハガキに書き、下記要
領で応募してください。

u９月号のクイズの答えは、「ダブル優勝」
でした。応募総数は２通。当選者は次のとお
りです(敬称略)。おめでとうございます。

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係

◆
◆
◆

広
報

文
芸
◆
◆
◆

短
　
歌

俳
　
句

打
水
の
ほ
ど
よ
き
湿
り
チ
ャ
イ
ム

押
す
　
　
　
　
　
　
真
下
　
章
子

空
蝉
や
木
に
し
っ
か
り
と
何
祈
る

杉
木
　
哲
二

空
蝉
に
ふ
と
こ
ろ
広
き
大
樹
か
な

大
河
　
原
一
郎

爪
立
て
ど
蝉
の
ぬ
け
が
ら
老
の
果

梅
沢
　
ま
つ

鳴
り
や
ま
ぬ
風
鈴
止
め
て
昼
寝
か

な
　
　
　
　
　
　
　
横
坂
　
庄
三

辛
抱
の
姿
で
這
ひ
ぬ
草
取
婆

林
　
町
子

身
の
殻
を
大
樹
に
託
し
宙
に
翔
ぶ

須
藤
　
澄
子

バ
ン
ダ
ム
を
採
る
手
に
朝
の
露
光

る
　
　
　
　
　
　
藤
井
　
三
代
子

椰
子
の
山
に
燃
さ
る
る
戦
友
よ
ラ

バ
ウ
ル
に
涙
を
置
い
て
帰
れ
り
と

父
　
　
　
　
　
　
　
根
岸
　
和
子

古
里
の
母
校
の
跡
地
に
歌
碑
建
ち

て
な
つ
か
し
く
嬉
し
く
縁
思
ほ
ゆ

和
南
城
き
の
江

撮
り
た
る
人
の
心
こ
も
る
や
師
の

歌
碑
の
写
し
絵
傍
に
光
り
を
放
つ

星
野
　
利
子

十
五
夜
に
供
え
る
ス
ス
キ
探
さ
む

と
夫
と
歩
き
し
野
路
に
来
て
見
し

川
端
　
も
と

小
川
に
は
硬
す
ぎ
る
譜
を
奏
で
つ

つ
三
面
コ
ン
ク
リ
を
す
べ
り
ゆ
く

水
　
　
　
　
　
　
今
井
　
與
兵
衛

待
ち
わ
び
し
秋
の
気
配
は
星
あ
ま

た
季
節
行
き
交
う
空
の
忙
し
き

堀
沢
　
進

昨
日
の
如
夏
祭
り
お
盆
と
過
ぐ
る

間
に
早
豊
年
踊
り
の
招
待
状
と
ど

き
ぬ
　
　
　
　
　
　
沢
浦
　
芳
枝

土
を
寄
せ
早
も
伸
び
来
し
蕎
麦
の

丈
茜
に
映
ゆ
る
淡
き
蕾
の堤

　
み
ゑ

ほ
と
と
ぎ
す
あ
と
一
声
今
か
今
か

と
雨
吹
く
窓
を
閉
め
か
け
つ
ゝ
も

★安　陪　竣　輔　 (12歳 )

★根　岸　一　郎　 (51歳 )

森 下 中

池 原

応募規定

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
生
後
３
ヶ
月
以

上
の
飼
い
犬
が
対
象
で
す
。
登
録

済
み
で
、
ま
だ
注
射
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
、
注
射
の
際
に
、
案

内
の
ハ
ガ
キ
と
愛
犬
パ
ス
ポ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

10
月
21
日
（
火
）

■
場
所
・
時
間

①
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー：

午
前
９
時
〜
９
時
40

分
　
②
保
健
セ
ン
タ
ー：

午
前
10

時
〜
10
時
40
分
　
③
赤
谷
住
民
セ

ン
タ
ー：

午
前
11
時
〜
11
時
40
分

■
手
数
料

①
登
録
済
み
の
場

合：

３
　
３
０
０
円
　
②
新
規
登

録
の
場
合：

６
　
４
０
０
円

歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

は
し
て
い
ま
す
か
？
　

口
の
手
入
れ
が
十
分
で
な
か

っ
た
り
、口
を
あ
ま
り
使
わ
な
い

生
活
を
し
て
い
る
と
機
能
が
低

下
し
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
口
は
食
べ
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
誤ご

燕え
ん

性せ
い

（
誤
っ
て

飲
み
込
む
）
肺
炎
や
、
認
知
症

の
予
防
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
す
の
で
、
口
の
中
を
清
潔
に

保
ち
な
が
ら
体
操
を
し
て
、
口

を
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〜
い
き
い
き
健け

ん

口こ
う

体た
い

操そ
う

〜

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
②

お
口
の
中
を
健
康
に
！

地
域
地
域

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課
　
内
線
26

，

，

③おもいっきり
ベロだして

②大きく
ひらいて

①ぎゅっと
むすんで

と
　
も



最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
適
用
範
囲

県
内
の
事
業
所
で

働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使

用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
（
※
た
だ

し
、
特
定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

群
馬
県
最
低
賃
金
よ
り
時
間
額
が

高
い
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
　
1
０
２
７
―

２
１
０
―
５
０
０
５
　
ま
た
は
、

沼
田
労
働
基
準
監
督
署
　
1
０
２

７
８
―
２
３
―
０
３
２
３

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
、
悩
み

の
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
実
施
日

11
月
９
日
（
日
）

▼
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を
受
け

る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を
制

限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
内
容

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は

相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

精
神
科
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

等
が
電
話
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

▼
対
象
者

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不

安
、
悩
み
等
の
相
談
の
あ
る
本
人

ま
た
は
家
族

▼
専
用
電
話

０
２
７
―
２
９
０

―
２
９
２
０

▼
費
用

無
料
（
※
た
だ
し
、
通
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野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

防
止
対
策
と
し
て
、
農
業
者
等
を

対
象
に
、
無
料
で
わ
な
猟
免
許
試

験
の
予
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
13
日
（
木
）
午
前

９
時
20
分
か
ら

▼
場
所

県
農
林
大
学
校
研
修
館

▼
講
習
内
容

知
識
試
験
、
技
能

試
験
に
関
す
る
講
習

▼
申
込
期
限

10
月
21
日
（
火
）

▼
申
込
方
法

専
用
の
申
込
用
紙

※
注
意
こ
の
講
習
会
を
受
講
し
た

だ
け
で
は
鳥
獣
を
捕
獲
で
き
ま
せ

ん
。
捕
獲
す
る
に
は
、
免
許
を
取

得
し
た
の
ち
、
①
狩
猟
者
登
録
、

②
市
町
村
長
の
許
可
が
必
要
で

す
。
狩
猟
免
許
の
詳
細
は
利
根
環

境
森
林
事
務
所
　
1
０
２
７
８
―

２
２
―
４
４
８
１
ま
で
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
農
業
事
務
所
農
業
振
興
課

1

０
２
７
８
―
２
３
―
０
１
８
８

狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時

11
月
26
日
（
水
）
午
前

９
時
〜

▼
場
所

渋
川
合
同
庁
舎

▼
種
別

わ
な
猟

▼
申
込
期
限

11
月
14
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

専
用
の
申
請
書

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

利

根
環
境
森
林
事
務
所

1
０
２
７

８
―
２
２
―
４
４
８
１

群
馬
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
16

日
よ
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
臨
時
ま
た
は
、
１
か

月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、
時
間
外
・
休
日
・
深

夜
労
働
の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手

当
、通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
、

くらしの
情　報
広く村民の皆さんに呼びか
けたいことがありまし
たら、このページを
ご利用ください。

▼
お
知
ら
せ

わ
な
猟
免
許
試
験

講
習
会
を
実
施

◆
利
根
農
業
事
務
所

おまわりさんからのお知らせ

「振り込め詐欺」根絶を！

新
し
く
狩
猟
免
許
を

取
得
し
た
い
み
な
さ
ん
へ

◆
利
根
環
境
森
林
事
務
所

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

最
低
賃
金

◆
群
馬
労
働
局

群
馬
県
最
低
賃
金６

７
５
円

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

◆
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

今年８月までの県内における「振り込め詐欺」の

認知件数は235件（被害額３億1,700万円）です。

そこで、10月を「振り込め詐欺の摘発と未然防止

の強化推進期間」として、相談電話の開設やＡＴＭ

警戒、高齢者などに注意を呼びかけています。

電話相談専用ホットライン（24時間受け付け）

1０２７－２２４－５４５４

◆最近の振り込め詐欺の手口◆

①孫になりすまして電話をかけ、代理人が直接家ま

で来て、現金をだまし取る

②警察官や銀行協会職員を装い、「キャッシュカード

が不正使用されている」と電話をして家まで来て、

キャッシュカードをだまし取り、現金を引き出す

～振り込め詐欺被害に遭わないために～

①身内だけでなく、第三者に相談する

②遠方に住む家族とはよく連絡を取り合う

③「自分は大丈夫」という考えは捨てて警戒する

④一人で思い込まず、家族・警察へ相談する

⑤部署をよく確認しておく

⑥おかしいなと思ったら、警察に通報する



そうだんがいど

家庭内や隣近所のもめごとなど
でお悩みの人は、ご相談ください。
村人権擁護委員が相談に応じます。
◆日時：11月７日（金）、午後１
時30分～４時、◆会場：役場会
議室

高血圧や糖尿病などでお悩みの
人は、ご相談ください。役場保健
師が相談を受けます。◆日時：
10月31日（金）、午後１時～４時、
◆場所：村保健センター1２４－
５１４２

「眠れない」、「イライラして落
ち着かない」など、心に悩みを持
つ人はご相談ください。専門家が
相談に応じます。◆日時：11月
７日（金）、午後１時30分～（事
前に電話予約を）、◆会場：沼田
保健福祉事務所1２３－２１８５

パートナーからの暴力やさまざ
まな悩みを持っている女性の相談
や支援を行います。◆日時：平日
午前９時～午後８時、土日祝日午
後１時～５時、◆相談専用電話1

０２７－２３１－４４８８

国民健康保険税５期、水道料２
期、保育料10月分、村県民税３
期、介護保険料４期、学校給食費
10月分は、10月31日（金）が
納期です。完納にご協力ください。

今・月・の・納・期

特設人権相談所

健康相談

こころの相談

女性相談センター
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わが村の人口

人　口　7,798人　(－９)
男　　3,864人　(－８)
女　　3,934人　(－１)

世帯数　2,275世帯(－２)
※（ ）内は前月比

10月１日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

話
代
金
は
自
己
負
担
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

県
精
神
保
健
福

祉
協
会
事
務
局
（
県
こ
こ
ろ
の
健

康
セ
ン
タ
ー
内
）

1
０
２
７
―

２
６
３
―
１
１
６
６

10
月
、
11
月
の
２
か
月
間
は
、

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
月

間
」
で
す
。
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、

大
麻
、
向
精
神
薬
、
シ
ン
ナ
ー
、

脱
法
ド
ラ
ッ
グ
等
の
乱
用
は
、
本

人
の
心
や
体
を
む
し
ば
む
だ
け
で

な
く
、
犯
罪
の
誘
因
な
ど
様
々
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
物
は
、
使
用
は
も

ち
ろ
ん
所
持
す
る
こ
と
も
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
法
薬
物

の
使
用
は
断
固
と
し
た
態
度
で
断

り
、
決
し
て
手
を
出
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

９
月
届
出
分

う
ぶ
ご
え

根
　
岸
　
竹た

け

之の

内う
ち

愛あ
い

菜な

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
９
月
４
日
生

鎌
　
沢
　
石い

し

田だ

珠じ
ゅ

梨り

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
９
月
４
日
生

赤
　
谷
　
徳と

く

江え

郁
水

た
か
な

く
ん

さ
ん
の
子
９
月
11
日
生

滝
　
寺
　
宇う

田だ

川が
わ

沙さ

彩あ
や

ち
ゃ
ん

さ
ん
の
子
９
月
13
日
生

森
下
上
　
外と

山や
ま

大だ
い

翔と

く
ん

さ
ん
の
子
９
月
19
日
生

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み

勝
菜
　
摘

真
　
一

久
美
子

豊
有
　
希

誠
千
　
春

弘
　
樹

ま
ゆ
み

永
井
下
　
藤
井
ト
キ
子
さ
ん

91
歳
　
８
月
30
日
没

山
　
光
太
郎
さ
ん

60
歳
　
９
月
３
日
没

田
　
岸
　
横
坂
や
え
子
さ
ん

74
歳
　
９
月
６
日
没

三
ツ
谷
　
兵
藤
　
恒
夫
さ
ん

78
歳
　
９
月
18
日
没

中
野
上
　
林
　
　
辰
江
さ
ん

80
歳
　
９
月
22
日
没

伏
　
田
　
竹
之
内
茂
雄
さ
ん

78
歳
　
９
月
28
日
没

赤
城
原

第
　
一

老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り

「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
支
払
わ
れ
る
年
金

か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、
残
り

の
額
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か
れ

る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上

旬
に
か
け
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送

ら
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

・
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上

の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、

扶
養
控
除
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
公
的
年
金
控
除
の
額
も
定
率

（
年
金
の
支
給
額
の
２
５
％
）
と

な
り
、
税
金
が
多
く
徴
収
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は

扶
養
親
族
等
申
告
書
は
送
ら
れ
ま

せ
ん
。

扶
養
親
族
申
告
書
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
　
1
０
５
７
０
―
０
５
―
１

１
６
５(

イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）
ま
で
。

期
限
ま
で
に
「
扶
養
親
族
等
申

告
書
」
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

10
月
・
11
月
は
「
麻
薬
・
覚
せ

い
剤
乱
用
防
止
月
間
」

◆
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
室




